
授業科目名 授業題目 単位 担当教員氏名
開講

ｾﾒｽﾀｰ
曜日
講時

言語学特論Ⅰ 外国語教育実証研究法 2 加藤　万紀子 1 金曜2限

言語学特論Ⅱ 音韻論概説I 2 那須川　訓也 1 火曜2限

記述言語学特論Ⅰ
フィールド言語学の実践と

理論
2 内藤　真帆 1 水曜4限

理論言語学特論Ⅰ 統語論入門 2 小泉　政利 1 木曜1限

学習・言語心理学特論Ⅰ 学習・言語心理学の基礎 2 木山　幸子 1 水曜2限

実験言語学特論Ⅰ
コーパスを活用した定量

的言語研究法
2 木山　幸子 1 木曜2限

言語学総合演習Ⅰ 言語学研究法 I 2 小泉　政利 1 金曜4限

言語学総合演習Ⅱ 言語学研究法 II 2 小泉　政利 2 金曜4限

言語学研究演習Ⅱ 音韻論概説II 2 那須川　訓也 2 火曜2限

記述言語学研究演習Ⅰ 未知の言語の調査と分析 2 内藤　真帆 2 水曜4限

理論言語学研究演習Ⅰ 統語論と文解析 2 小泉　政利 2 木曜1限

実験言語学研究演習Ⅰ 言語実験の実践 2 木山　幸子 2 水曜2限

言語学



 

科目名：言語学特論Ⅰ  

曜日・講時：金曜 2限 

セメスター：1 単位数：2.00 単位  

担当教員：加藤 万紀子  

コード：LM15207， 科目ナンバリング：LIH-LIN601J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：外国語教育実証研究法 

 

２・授業の目的と概要：外国語教育における実証研究は、研究デザインから分析結果の報告に至るまで科学的な手法に沿って行

われます。そして実証研究論文では、実験方法、実験参加者、実験手続きなどの詳細を研究結果とともに詳しく報告する必要が

あります。この授業では、外国語教員を目指す学生だけではなく言語学分野における実証研究を行うことを予定している学生を

対象に、実証研究を行う上での基本的な知識を習得した上で、研究デザインの作成、データの分析、結果の報告のし方を学びま

す。 

 

３．学習の到達目標：1) 研究課題を設定することができる。  

2) 研究デザインを作成することができる。  

3) 研究課題を解決するためのデータ収集と分析方法を決めることができる。  

4) 適切な方法で分析結果を報告することができる  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

第１回目：オリエンテーション 

第２回目：研究テーマの見つけ方、研究課題の設定の仕方 

第３回目：実証研究の種類と研究デザイン・アプローチの種類 

第４回目：データ収集の方法 

第５回目：質的研究の紹介とデータ収集・分析の方法（１） 

第６回目：質的研究の紹介とデータ収集・分析の方法（２） 

第７回目：質的研究の紹介とデータ収集・分析の方法（３） 

第８回目：質的研究の紹介とデータ収集・分析の方法（４） 

第９回目：量的研究の紹介とデータ収集・分析の方法（１） 

第１０回目：量的研究の紹介とデータ収集・分析の方法（２） 

第１１回目：量的研究の紹介とデータ収集・分析の方法（３） 

第１２回目：量的研究の紹介とデータ収集・分析の方法（４） 

第１３回目：混合研究法の紹介とデータ収集・分析の方法 

第１４回目：研究デザイン作成の方法 

第１５回目：分析結果の報告方法 

 

５．成績評価方法：・小テスト (30 %）2 回目から 15 回目の授業で毎回行います。 

・リアクションペーパー (20 %) 毎回の授業で行います。        

・授業参加（20%）授業でのディスカッションや練習に積極的に参加して下さい。 

・研究デザイン (30 %) 詳細な研究デザインを作成し、学期の最後に提出をしてもらいます。 

 

６．教科書および参考書：授業で資料を配布します。 

推薦図書は授業で紹介します。 

 

７．授業時間外学習：授業で配布する資料や文献を読み、自分なりの考えを発表できるようにする。興味のある研究テーマを見

つける。 

 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 



 

科目名：言語学特論Ⅱ  

曜日・講時：火曜 2限 

セメスター：1 単位数：2.00 単位  

担当教員：那須川 訓也  

コード：LM12205， 科目ナンバリング：LIH-LIN602J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：音韻論概説 I 

 

２・授業の目的と概要：この授業を通して、英語と日本語の母語話者が示す分節現象で観察される規則に焦点を当て、音声が、

言語（文法）構造を構成している単位としてどのように機能しているかを学ぶ。 

 

３．学習の到達目標：この授業を通して、諸言語話者の (i)母語の音体系，(ii) 音現象を制御する規則，(iii)文法理論におけ

る音韻知識の位置づけ、を説明できるようになる。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

授業計画は以下の通りである．毎回の進度は受講者の様子によって若干変わります． 

第 1回: 音韻論とは何か． 

第 2回: 音韻論と音声学 

第 3回: 規則体系としての言語 

第 4回: 言語機能 

第 5回: 中核文法と周辺体系 

第 6回: 音素論 

第 7回: 音素と異音 

第 8回: 対立分布と相補分布 

第 9回: 異音規則 

第 10 回: 音配列論 

第 11 回: 音韻範疇 

第 12 回: 母音素性 

第 13 回: 母音弱化 

第 14 回: 子音素性 

第 15 回: 子音軟音化 

毎回授業の冒頭で、前回の授業内容を復習する. 

 

５．成績評価方法：レポート課題×2 (60%)，確認テスト×1 (40%) 

 

６．教科書および参考書：教科書： 小泉 政利（編）2016.『ここから始まる言語学プラス統計分析』 共立出版. 

 

７．授業時間外学習：毎回、授業で扱った教科書の個所と例を復習すること。そして不明な部分があれば、教員に尋ねること。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 



 

科目名：記述言語学特論Ⅰ  

曜日・講時：水曜 4限 

セメスター：1 単位数：2.00 単位  

担当教員：内藤 真帆  

コード：LM13407， 科目ナンバリング：LIH-LIN606J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：フィールド言語学の実践と理論 

 

２・授業の目的と概要：フィールド言語調査の基本的な流れを、言語選定・調査地の探し方から調査票作成、調査・分析まで実

践的に学びます。異なる言語集団の接触により誕生したピジン・クレオールを対象とし、基本的な音声・形態・文構造・意味の

分析によりその言語特徴を明らかにするほか、音声と書記法・言語と国家・言語政策・言語接触・威信・借用などの社会言語学

の観点からも分析・考察します。併せて、文化・歴史と相関させた言語人類学の観点からも考察します。なお比較・対照のため

に複数の言語データを扱います。 

 

３．学習の到達目標：・ピジン・クレオールの言語特徴を分析により導く。 

・言語調査の方法を身につける。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

1.  フィールド言語学・記述言語学とは 

2.  調査地・調査言語の選定方法・調査許可 

3.  調査方法・調査準備・調査票１の作成 

4.  ピジン・クレオールの背景 

5.  ビスラマ語の聞き取り 

6.  現地語の聞き取り 

7.  ３言語の音声・音韻・形態の分析と比較 

8.  仮説の設定と調査票２の作成 

9.  ３言語の句構造・文構造の比較 

10. 名詞・動詞のパラダイム、意味体系の比較 

11. 仮説の設定と調査手法 

12. ３言語の比較から導くピジン・クレオールの特徴 

13. 音声と書記法、言語と国家、威信、借用 

14. 言語接触のプロセスと言語変化 

15. 社会言語学・言語人類学的分析と発展研究 

 

５．成績評価方法：定期試験（70％）、発表（30％） 

 

６．教科書および参考書：適宜、資料を配布します。 

 

７．授業時間外学習：授業後、扱ったデータや調べた文献をもとにして、さらにどのような調査や発展的分析・考察が可能であ

るかを考えてください。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 



 

科目名：理論言語学特論Ⅰ  

曜日・講時：木曜 1限 

セメスター：1 単位数：2.00 単位  

担当教員：小泉 政利  

コード：LM14102， 科目ナンバリング：LIH-LIN607J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：統語論入門 

 

２・授業の目的と概要：この授業では，まず統語論の基本的な概念と原理を学び、その後にさまざまな統語現象の分析事例に触

れます。また，口頭発表および自律的な学習習慣のスキルの獲得も目指します。 

 

３．学習の到達目標：統語論の基本的な概念と原理について自分の言葉で説明できるようになること。 

身近な言語現象について自分なりに分析しようとする姿勢を身につけること。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

1 Guidance 

2 Scientific Approach to Language 

3 Rationalism versus Empiricism 

4 Universal Grammar 

5 Lexical and Functional Categories 

6 Syntax: The Core of Grammar 

7 Generalizing Phrase Structures:Xʹ-Theory 
8 Reformulating Clause Structures 

9 Thematic Roles 

10 Passivization: Case and NP-movement 

11 Anaphors, Pronominals, and R-Expressions 

12 Quantifier Scope 

13 NP/DP and PP 

14 Unaccusativity 

15 Review and exam 

 

５．成績評価方法：概ね以下の基準で総合的に評価する。 

・発表：40% 

・宿題：40% 

・試験：20% 

ただし、筆記試験の答案の提出を単位認定の要件とします。 

 

６．教科書および参考書：教科書 

Kishimoto, Hideki.  Analyzing Japanese Syntax: A Generative Perspective. Hituzi Syobo 

 

７．授業時間外学習：自ら主体的に計画と目標を立て，自律的に準備学習に取り組んで下さい。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 



 

科目名：学習・言語心理学特論Ⅰ  

曜日・講時：水曜 2限 

セメスター：1 単位数：2.00 単位  

担当教員：木山 幸子  

コード：LM13207， 科目ナンバリング：LIH-LIN605J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：学習・言語心理学の基礎 

 

２・授業の目的と概要：学習心理学および言語心理学は、いずれも人間の行動様式の変容過程について、実験によって確かめよ

うとする科学的研究分野です。本科目では、学習・言語心理学の要点を理解するために、受講生自身に文献を理解してまとめ、

他の受講生と共有してもらいます。一つの知見を得るために対してなぜそのような方法論がとられているのかを考えながら、科

学的方法論の趣旨を理解することを目指します。 

 

３．学習の到達目標：学習・言語心理学の考え方や方法論の概要を理解する。当該領域の文献の要点を過不足なくまとめて専門

外の他者にもわかりやすく伝えられるようになる。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

以下の通りに進行する予定である。 

(1)ガイダンス（教員） 

(2)学習心理学の概要（教員） 

(3)言語心理学の概要（教員） 

(4)生得的行動（受講生） 

(5)レスポンデント（古典的）条件づけ（受講生） 

(6)オペラント（道具的）条件づけ（受講生） 

(7)問題解決（受講生） 

(8)技能学習（受講生） 

(9)社会的学習（受講生） 

(10)音声・音韻の発達（受講生） 

(11)語彙の発達（受講生） 

(12)文法の発達（受講生） 

(13)談話・会話処理の発達（受講生） 

(14)言語に関わる障害（受講生） 

(15)まとめ（教員） 

 

５．成績評価方法：期末レポート（50％）、発表分担（30％）、毎回授業後の課題（20％） 

 

６．教科書および参考書：教科書：木山幸子他 (2022) 『学習・言語心理学 (ライブラリ心理学の杜 7)』サイエンス社 

 

７．授業時間外学習：受講者全員に発表を担当してもらうので、その準備を他のメンバーとよく協力して進め、自分の分担作業

は責任をもって行うこと（その自信がない場合は受講しないこと）。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 



 

科目名：実験言語学特論Ⅰ  

曜日・講時：木曜 2限 

セメスター：1 単位数：2.00 単位  

担当教員：木山 幸子  

コード：LM14207， 科目ナンバリング：LIH-LIN608J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：コーパスを活用した定量的言語研究法 

 

２・授業の目的と概要：テキストの集積であるコーパスは、言語学やその関連領域の研究に様々な形で活かされています。本授

業では、まず前半でコーパスを利用した研究の可能性を把握した上で、定量的研究をする上での基本的事項や処理・分析法を学

びます。後半では、コーパスを利用した実際の定量的研究事例を深く理解し、受講生自身のことばに関する関心事をコーパスに

よって確かめる作業を行います。 

 

３．学習の到達目標：コーパス言語学の歴史と可能性を理解する。実際にコーパス研究を体験し、言語の科学的研究の方法論を

習得し、学位論文研究を主体的におこなうための素地を身に着ける。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

以下の内容を予定している： 

(1)ガイダンス（教員） 

(2)多様な言語資源、コーパスの概要①（教員） 

(3)多様な言語資源、コーパスの概要②（教員） 

(4)コーパスを活用した研究紹介（ゲスト①） 

(5)コーパスを活用した研究紹介（ゲスト②） 

(6)コーパスを活用した研究紹介（教員） 

(7)コーパスデータの検索・分析法（教員） 

(8)コーパス研究プロジェクト立案①（受講生） 

(9)コーパス研究プロジェクト立案②（受講生） 

(10)コーパス研究プロジェクト課題設定①（受講生） 

(11)コーパス研究プロジェクト課題設定②（受講生） 

(12)コーパス研究プロジェクト分析①（受講生） 

(13)コーパス研究プロジェクト分析②（受講生） 

(14)コーパス研究プロジェクト分析③（受講生） 

(15)最終成果プレゼンテーション（受講生） 

 

５．成績評価方法：期末レポート（50％）、発表分担（30％）、毎回授業の最後に課すワークシート（20％） によって評価する。 

 

６．教科書および参考書：指定しない。講読する文献を配布する。 

 

７．授業時間外学習：受講者全員に発表を担当し、共同プロジェクトを進めてもらうので、自分の分担作業は責任をもって着実

に行うこと（その自信がない場合は受講しないこと）。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 



 

科目名：言語学総合演習Ⅰ  

曜日・講時：金曜 4限 

セメスター：1 単位数：2.00 単位  

担当教員：小泉 政利、木山 幸子、内藤 真帆、加藤 万紀子  

コード：LM15406， 科目ナンバリング：LIH-LIN606J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：言語学研究法 I 

 

２・授業の目的と概要：授業は、参加者の分担による口頭発表と質疑応答の形式で行う。これにより、学会発表および論文作成

のための知識ならびに方法を身につけることを目的とする。 

１． 発表者は、論文発表のためのハンドアウトを事前に作成したうえで、研究目的、資料、方法、結果と考察、結論を所定の

時間で口頭発表する。 

２． 質疑応答を参考にして論を練り直し、また、プレゼンテーション方法を再考し、学会発表や雑誌投稿ができるよりよい論

文にするよう努める。 

３． 参加者は、他者の発表を聴き、ディスカッションに参加することによって、自己の研究領域以 

 

３．学習の到達目標：学会発表・論文作成の方法を身につける。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

1.  ガイダンス  

2.  論文 1の口頭発表、質疑応答 

3.  論文 2の口頭発表、質疑応答 

4.  論文 3の口頭発表、質疑応答 

5.  論文 4の口頭発表、質疑応答 

6.  論文 5の口頭発表、質疑応答 

7.  論文 6の口頭発表、質疑応答 

8.  論文 7の口頭発表、質疑応答 

9.  論文 8の口頭発表、質疑応答 

10.  論文 9の口頭発表、質疑応答 

11.  論文１0の口頭発表、質疑応答 

12.  論文１1の口頭発表、質疑応答 

13.  論文１2の口頭発表、質疑応答 

14.  論文１3の口頭発表、質疑応答 

15.  全体のまとめ 

 

５．成績評価方法：質疑への参加 60%、発表 40% 

 

６．教科書および参考書：教科書は使用しない。 

 

７．授業時間外学習：発表に使用するハンドアウトは、事前に作成し、配布すること。ここでの発表を学会発表や論文投稿につ

なげることが望ましい。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 



 

科目名：言語学総合演習Ⅱ  

曜日・講時：金曜 4限 

セメスター：2 単位数：2.00 単位  

担当教員：小泉 政利、木山 幸子、内藤 真帆  

コード：LM25409， 科目ナンバリング：LIH-LIN607J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：言語学研究法 II 

 

２・授業の目的と概要：授業は、参加者の分担による口頭発表と質疑応答の形式で行う。これにより、学会発表および論文作成

のための知識ならびに方法を身につけることを目的とする。 

１． 発表者は、発表のためのハンドアウトを事前に作成したうえで、研究目的、資料、分析と考察、結論を所定の時間で口頭

発表する。 

２． 質疑応答を参考にして論を練り直し、また、プレゼンテーション方法を再考し、学会発表や雑誌投稿ができるよりよい論

文にするよう努める。 

３． 参加者は、他者の発表を聴き、ディスカッションに参加することによって、自己の研究領域以外の分野へ 

 

３．学習の到達目標：学会発表・論文作成の方法を身につける。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

1.  ガイダンス  

2.  論文１の口頭発表、質疑応答 

3.  論文 2の口頭発表、質疑応答 

4.  論文 3の口頭発表、質疑応答 

5.  論文 4の口頭発表、質疑応答 

6.  論文 5の口頭発表、質疑応答 

7.  論文 6の口頭発表、質疑応答 

8.  論文 7の口頭発表、質疑応答 

9.  論文 8の口頭発表、質疑応答 

10.  論文 9の口頭発表、質疑応答 

11.  論文１0の口頭発表、質疑応答 

12.  論文１1の口頭発表、質疑応答 

13.  論文１2の口頭発表、質疑応答 

14.  論文１3の口頭発表、質疑応答 

15.  全体のまとめ 

 

５．成績評価方法：質疑への参加 50%、発表 50% 

 

６．教科書および参考書：教科書は使用しない。 

 

７．授業時間外学習：発表に使用するハンドアウトは、事前に作成し、配布すること。ここでの発表を学会発表や論文投稿につ

なげることが望ましい。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 



 

科目名：言語学研究演習Ⅱ  

曜日・講時：火曜 2限 

セメスター：2 単位数：2.00 単位  

担当教員：那須川 訓也  

コード：LM22207， 科目ナンバリング：LIH-LIN609J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：音韻論概説 II 

 

２・授業の目的と概要：この授業を通して、英語と日本語の母語話者が示す超分節現象で観察される規則に焦点を当て、音声が、

言語（文法）構造を構成している単位としてどのように機能しているかを学ぶ。 

 

３．学習の到達目標：この授業を通して、諸言語話者の (i)母語の音節構造，(ii) 音現象を制御する規則，(iii)文法理論にお

ける音韻知識の位置づけ、を説明できるようになる。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

授業計画は以下の通りである．毎回の進度は受講者の様子によって若干変わります． 

第 1回: 音韻論と音声学 

第 2回: 英語の音配列論 

第 3回: きこえ度と音節 

第 4回: 英語の音節構造 

第 5回: オンセット 

第 6回: ライムと核 

第 7回: コーダ 

第 8回: 日本語の音配列論 

第 9回: 日本語の音節構造とモーラ 

第 10 回: 音節類型論 

第 11 回: 強勢規則 

第 12 回: 最適性理論（OT） 

第 13 回: 接辞化と音韻規則 

第 14 回: 複合語形成と音韻規則 

第 15 回: 借用語と音韻規則 

毎回授業の冒頭で、前回の授業内容を復習する. 

 

５．成績評価方法：レポート課題×2 (60%)，確認テスト×1 (40%) 

 

６．教科書および参考書：教科書： 小泉 政利（編）2016.『ここから始まる言語学プラス統計分析』 共立出版. 

 

７．授業時間外学習：毎回、授業で扱った教科書の個所と例を復習すること。そして不明な部分があれば、教員に尋ねること。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 



 

科目名：記述言語学研究演習Ⅰ  

曜日・講時：水曜 4限 

セメスター：2 単位数：2.00 単位  

担当教員：内藤 真帆  

コード：LM23408， 科目ナンバリング：LIH-LIN611J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：未知の言語の調査と分析 

 

２・授業の目的と概要：未調査・未解明で文字を持たない消滅寸前の少数言語、このような世界の言語を対象に、音声から音韻、

形態、文の構造まで網羅的に調査・分析する方法を実践的に身につけます。さらに解明したことを言語学上の記号と術語を用い

て、専門的かつ体系的に記述する方法を学びます。 

理論を用いても説明困難な言語現象をどのように分析・考察しうるか実際のデータを基に検討するほか、記述文法・辞書の作成

に至るプロセスを体験し、消滅危機言語のアーカイブ化についても議論します。当講義では、話者 4人の言語と話者 500 人の言

語の一次データを扱います 

 

３．学習の到達目標：・未知の言語の調査・分析方法を理解する。 

・導いた規則性や分析結果を、言語学の術語を用いて記述できるようになる。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

1.  世界の言語状況、未知の言語・調査地の探し方 

2.  未知の言語へのアプローチ方法、調査媒介言語 

3.  調査言語・調査地の決定前に行う準備と許可申請 

4.  調査・分析・記述１：音声の聞き取りと国際音声記号を用いた書き取り 

5.  調査・分析・記述２：音素の設定と弁別的特徴 

6.  調査・分析・記述３：形態音韻論的現象 

7.  調査・分析・記述４：語形成のプロセスと音韻規則 

8.  調査・分析・記述５：品詞分類と定義、文法範疇 

9.  調査・分析・記述６：句・文の構造、文の必須要素 

10. 調査・分析・記述７：結合価、移動、情報構造 

11. 調査・分析・記述８：意味役割、意味体系、発話と意味 

12. 調査・分析・記述９：共時的分析と通時的分析、言語変化 

13. 調査・分析・記述１０：説明困難な言語現象の分析と考察 

14. 調査方法と得られるデータの違い、データの記録方法 

15. 消滅危機言語の記述、保存と継承、アーカイブ化 

 

５．成績評価方法：定期試験（70％）、発表（30％） 

 

６．教科書および参考書：適宜、資料を配布します。 

 

７．授業時間外学習：授業後、扱ったデータや調べた文献をもとにして、さらにどのような調査や発展的分析・考察が可能であ

るかを考えてください。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 



 

科目名：理論言語学研究演習Ⅰ  

曜日・講時：木曜 1限 

セメスター：2 単位数：2.00 単位  

担当教員：小泉 政利  

コード：LM24102， 科目ナンバリング：LIH-LIN612J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：統語論と文解析 

 

２・授業の目的と概要：この授業では，まず統語論の基本的な概念と原理を学び、その後にさまざまな文解析の分析事例に触れ

ます。また，口頭発表および自律的な学習習慣のスキルの獲得も目指します。 

 

３．学習の到達目標：統語論の基本的な概念と原理について自分の言葉で説明できるようになること。 

身近な言語現象について自分なりに分析しようとする姿勢を身につけること。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

1 Guidance 

2 Where Do Subjects Come From? 

3 Control and Raising 

4 Head Movement 

5 Topics on Sentence-Initial Phrases 

6 Complex Predicates 

7 Argument Extraction from DP 

8 Non-Canonical Case Marking 

9 Focusing on VP 

10 Sentence Processing 1 

11 Sentence Processing 2 

12 Sentence Processing 3 

13 Sentence Processing 4 

14 Sentence Processing 5 

15 Review and exam 

 

５．成績評価方法：概ね以下の基準で総合的に評価する。 

・発表：40% 

・宿題：40% 

・試験：20% 

ただし、筆記試験の答案の提出を単位認定の要件とします。 

 

６．教科書および参考書：教科書 

Kishimoto, Hideki.  Analyzing Japanese Syntax: A Generative Perspective. Hituzi Syobo 

 

７．授業時間外学習：自ら主体的に計画と目標を立て，自律的に準備学習に取り組んで下さい。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 



 

 

科目名：実験言語学研究演習Ⅰ  

曜日・講時：水曜 2限 

セメスター：2 単位数：2.00 単位  

担当教員：木山 幸子  

コード：LM23213， 科目ナンバリング：LIH-LIN613J， 使用言語：日本語 

【平成 30 年度以前入学者読替先科目名：】 

１．授業題目：言語実験の実践 

 

２・授業の目的と概要：本科目では、実証的な言語研究を実際に体験するために、グループを組んで調査・実験の小プロジェク

トを行います。研究テーマ・デザインの立案、調査・実験素材の準備、データ収集、分析、まとめと発表までの一連の作業を授

業期間内に行います。期間内に実現できるよう教員が助言をしますが、基本的にはグループのメンバー同士の主体的な協同によ

り、一つの研究成果をあげてもらいます。この作業を通して、実証的な言語研究の醍醐味に触れてもらうことを期待します。 

 

３．学習の到達目標：実証的言語研究の一連の過程を体験することで、科学的思考方法および共同作業に必要な調整能力の基礎

を身につける。また、実際の言語処理過程が自分一人の頭の中で想像していることとは決して同じではない（大いに異なる）こ

とを目の当たりにし、「データを取って確かめる」ことの意義を理解する。  

 

４．授業の内容・方法と進度予定： 

以下の内容を予定している。 

(1) テーマ策定 

(2) 研究倫理 

(3) 研究デザイン立案 

(4) 実験・調査準備 

(5) 実験・調査実施 

(6) 取得データ分析 

(7) データの解釈 

(8) 研究のまとめ 

(9) 研究成果の共有 

 

５．成績評価方法：グループワークへの貢献（50％）、毎回授業の最後に課す小課題（20％）、最終レポート（30%）によって評価

する。 

 

６．教科書および参考書：指定しない。参考文献は授業中随時紹介する。 

 

７．授業時間外学習：グループに分かれて小プロジェクトを行うので、相当の時間外学習が必要になります。とくに、データを

収集する作業は完全に授業時間外に行ってもらうことになります。 

 

８．実務・実践的授業/Practicalbusiness 

※○は、実務・実践的授業であることを示す。/Note:"○"Indicatesthe practicalbusiness 

 

９．その他： 

プロジェクトを成功させ他のメンバーに迷惑をかけないために、自分が分担する作業を責任をもって行う意思のある学生の

み受講登録してください（初回でその意思の確認をします）。 その自信がない場合は受講しないこと。 
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